
第２４回全国高校生自然環境サミット  

実施内容及び成果報告書 

 

沖縄県立辺土名高等学校  

教諭  島袋  陽     

 

１．全国高校生自然環境サミット  

（１）趣旨  

   環境学習に積極的な取り組みをしている全国の高等学校の生徒が、「自然との共生」

をメインテーマとして、自然との豊かなふれあいを体験し、自然と人間との関わりに

ついて考える。  

（２）基本方針  

  ①開催地のすばらしい自然環境を舞台に、雄大で美しい景観に触れ、自然の逞しさや  

優しさを体験するとともに、自然と人間とのかかわりについて考える機会とする。  

  ②高校生が自分たちの体験をもとに、環境学習の在り方について意見を出し合い、情

報交換の場とする。  

  ③高校生が、その主体的な実践活動の場として、手作りのイベントを計画・運営する。  

（３）参加費  10,000 円  （食費、宿泊費含む）  

 

２．第 24 回全国高校生自然環境サミット in 辺土名 

（１）期日  令和５年１２月２６日（火）～令和５年１２月２８日（木）  

（２）実施  主催：全国高校生自然環境サミット実行委員会、同生徒実行委員会      

         沖縄県立辺土名高等学校   

          共催：全国高校生自然環境サミット指導委員会  

      協力：世界自然遺産推進共同企業体  

後援：沖縄県教育委員会  

（３）参加者（計４７名）  

①高校生１６名、教員等３名 

  参加校：北海道標茶高等学校、群馬県立尾瀬高等学校、明照学園樹徳高等学校、 

      獨協中学・高等学校、埼玉県立いずみ高等学校、  

佐賀県立唐津青翔高等学校、沖縄県立辺土名高等学校  

  ②オブザーバー  中学生３名、教員等３名  

  ③実行委員  高校生１２名、教員等７名 

（４）日程及び内容 

   １日目（１２月２６日） 

    14：00 受付 

    14：30 開会行事  

    14：50 やんばる学習（やんばるの成り立ち・生物多様性・課題） 

    15：40 生き物博物館見学、ヤギ餌やり体験  

    16：40 夕食 

    18：00 フィールドワーク①（夜の生き物観察会Ⅰ  大宜味村） 

    22：00 就寝 

 



   ２日目（１２月２７日） 

     7：00 朝食 

     8：30 フィールドワーク②（やんばるの森  長尾橋・与那覇岳） 

    12：00 昼食 

    13：00 フィールドワーク③（国頭村森林公園）  

    15：30 ワークショップ①（野生動物との共生について） 

    17：00 夕食 

    18：00 フィールドワーク④（夜の観察会生き物Ⅱ  国頭村） 

    22：00 就寝 

   ３日目（１２月２８日） 

     6：30 フィールドワーク⑤（野鳥プレイバック調査） 

     7：30 朝食 

     9：00 参加校ごとに自然環境宣言準備  

    10：00 自然環境宣言発表  

10： 30 閉会行事  

10： 40 写真撮影  

11： 00 解散 

 

３．成果  

  本校実行委員の生徒たちが実行委員長を中心にしてフィールドワークやワークショッ

プに関する計画を主体的に立て、手作りのイベントを企画・運営することができた。や

んばるの森を舞台に行われたフィールドワークでは、世界自然遺産やんばるの美しい景

観を体感し、やんばるの自然環境と生物多様性の豊富さを実感させる機会となった。ワ

ークショップでは、野生生物と人の生活の距離が近いというやんばるならではの問題、

外来種問題、ロードキル、森林破壊、ゴミ問題、オーバーユースの問題等のやんばる地

域の課題と解決策について話し合った。これからの自然と人間とのかかわりについて忌

憚ない意見を出し合い情報共有を行った。全国から集った高校生がこれまでの自分たち

の体験をもとに、これからの環境学習の在り方について考える絶好の機会となった。  

 

４．今後予想される効果  

全国の環境を学ぶ高校生たちが 2021 年に登録された世界自然遺産やんばるでのフィ

ールドワークを体験し、琉球列島の生物多様性、固有種の多さ、生物の独自性を実感し

た。今回参加した高校生の一人は、琉球列島の生物に興味を持ち、琉球大学への進学を

目標に今後取り組むとの意気込みを語っており、やんばるでの研究活動に携わる人材の

育成にも貢献できたと考える。また、ワークショップでは、野生生物と人間との関わり

と保全の必要性、やんばるの課題及び課題解決に向けた議論を行い、考えを共有するこ

とができた。「自然との共生」及びこれからの環境教育についてどのように勧めていくべ

きなのかを考える契機となった。今回参加した生徒が全国の各地域に戻り、それぞれの

地域における自然と人との関わり方についてさらに深く考え、周囲の友人知人だけでな

く地域を巻き込みながら活動を進めていくことを期待する。  

 

 

 

 

 



５．実施の様子 

 

   
開催校校長挨拶       実行委員長挨拶       実行委員挨拶 

   
   やんばる学習         研究紹介       生き物博物館の案内  

    
      夕食          長尾橋          与那覇岳  

    
    森林公園ガイド    野鳥のプレイバック調査    ワークショップ          

    
情報共有         自然環境宣言         集合写真  

 


